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2012年度基本要求回答交渉

減らしすぎの人員の復元、行政補助員制度の抜本的見直しを強く求める！
災害時対応策の確立を！労働安全衛生の法令順守を！総合的メンタルヘルス対策の推進を！

自治労県職労は12月16日、2012年度基本要求回答交渉を行いました。（回答は４頁）

自治労県職労の主な発言

○人員要求、過重労働の撲滅について

・組合の調査では、全職員の月平均超勤時間は16時間である。単純に計算しても知事部局で約800人分不足していることになる。年休の未消化日数を勘案すると更に大幅な不足が想定される。2009年度～2011年度に削減した500人は、まるまる減らし過ぎである。

・職業訓練指導員は、現在でも27名もの欠員だ。西部校開校までに、配置計画的を策定すべきである。

・増加する児童虐待等に対応するために、児童相談所の職員は昼夜を問わず働き続けており、体調を崩す職員が続出している。その結果、施設職場でも支障が出ている。僅かな増員ではなく、業務量に見合った人員配置をお願いしたい。

・太陽光関連の部署は過重労働が続いている。知事の政策を実現するためにも、職員が健康で働けるように、人員増だけでなく、組織体制を整備すべきだ。

・県税職場も人員を減らされる一方で、個人住民税対策で市町村に派遣され、現場は困っている。

・グループウエア導入以降、安易な調査が増加している。調査結果の共有や実施にあたってのルール化をすべき。

・昨年の「不適正」経理以来、「厳格」で非効率な執行が強いられている。効率的な経理執行に向けて、当局は具体的な動きをすべきだ。

・年内に時間外勤務手当の予算が枯渇する所属もあると聞く。追加配当を行うべき。

・短時間再任用職員が増加している。短時間4人で1名減だ。不足分を配置すべきだ。

・メンタルヘルス不全による休職明けの一定期間については臨任職員を継続することは不可欠だ。

○メンタルヘルス不全対策、労働安全衛生について
・東日本大震災の経験を踏まえ、必要な県民支援と災害発生時の職員の安全確保のために、「労使協定」の締結にむけて協議を行なうべきだ。
・3.11では、職員も帰宅困難になり、県民が一時避難してきた県機関もあったが、毛布一つ配布できなかった。水、食料、医薬品、毛布等を備蓄すべきだ。

・対策を行っても一向に減らないメンタルヘルス不全に対応するため、産業医の管理の下での一貫した対策が急務である。

・キャビネットやロッカー等の転倒防止対策、内外壁の落下防止策等、全ての所属において安全点検を行い、必要な対策を実施すべき。所属予算が不足する場合は手当すべき。

・各庁舎は3.11で相当揺れた。「次はもたないんじゃないか？」という不安の声もある。十分な安全確認をお願いしたい。

・本庁では、室内を歩けないような狭隘な所属が多い。安全面でも問題があり、スペース拡大を。
○行政システム改革について
・小分け化後、各課で行っている予算、庶務等の内部管理事務は、効率性の観点から、各部の筆頭課に人員を配置の上で集約すべきだ。
・地域県政総合センターや土木事務所、県税事務所等、出先機関の再編にあたっては、自治労県職労との十分な交渉と合意の上で行うことが必要だ。
・三セクの人件費について、県の交渉結果を機械的に押し付けている。三セクは民間労使関係であり、当該団体の労使交渉を尊重すべきである。

○節電対策について
・組合の調査では、今夏の節電対策で、体調が悪くなった職員が42％、照明に支障51.5％、業務への支障も59％。温度計の設置5割弱、計測24.3％、扇風機45％、冷却シート2.3％、休養室19.7％、危険時の避難周知1割弱。7月の確認事項に対する約束違反である。

・今冬の「節電対策」について、適時安全衛生についての確認を行い、問題がある場合は早急に改善を。

○昇任昇格、人事評価について
・昇任昇格について、構成比の問題ではない。これからの職員一人ひとりの士気に関わる問題である。

・組合の調査では、この間のプラス評価は、一時金で4割、昇給で2割、単純合計でも6割である。人材育成として機能していない。抜本的見直しを。

・県税では、5級副主幹が実務の最前線で仕事を切り盛りしている。安定的に一定数を内部登用していかないと業務が持たない。
○行政補助員問題、非常勤等職員課題について
・現行制度は、3年に1度、大量の失業者を生み出す制度である。県が不安定雇用の温床となっていいのか。現在の雇用情勢では、ほとんどの行政補助員には「次のステップ」などない。「3年間の約束」というが、労働者には選択の余地はない。

・人事政策としても破綻している。当局は一方で、「欠員補充は正規だけでなく、再任用、臨任、非常勤でも」と言っているが、現行の行政補助員制度では、必要な人材を確保できない。例えば、庶務関係業務のほとんどは行政補助員が行っているが、3年ごとに庶務関係業務ができる人材が必要な所属に応募するとは限らない。反対に、庶務関係業務ができる人材が1所属に集中して応募したケースもある。現行の無政府的な制度では、必要な所属に必要な人材を雇用することができない。

・健康診断について、臨任・非常勤・再任用職員に共通した課題だが、婦人科検診などが受診できるようすべき。
・県税では、人員削減に対応して、臨任・非常勤が増加している。職員と同じ仕事をしている。療養休暇も同様に有給化すべき。
○ノーマライゼーション課題について
・加齢による障害の重度化に伴う通勤や業務遂行上の課題を把握し、障害のある職員が定年まで生き生きと働き続けられる環境を整備すること。まず、当事者の声を聞く場の設定を。
	項　目
	労務統括官回答

	過重労働の撲滅について
	・仕事の優先度を決める、業務プロセスの見直しも重要。
・必要額は年度当初に配当しているが、震災対応もあり、12月中に追加配当したい。

	人員について
	・まず業務があり、執行体制を考えた上で必要な人員を各局で配置している。
・欠員補充は中長期的視点で考える。
・復職後の人員の対応について、一つの仕事に複数の人員を配置することはできない。
・職業訓練指導員については、商工労働局が西部方面技術校の配置を考えた上で必要な人員を配置する。

・児童相談所については、児童虐待等に対する迅速、的確な対応を求められており、必要な人員を措置している。

	昇任昇格について
	・昇任昇格は、長期にわたって安定的に業務を遂行し、上位の職にふさわしい能力・実績により行っている。

・ここの職員のモチベーション維持も重要。職員への十分な説明も必要。

	メンタルヘルスについて
	・今年度、精神科医である産業医を配置した。

	災害時の備えについて
	・現在安全防災局で体制を検討している。
・「災害発生に関する労働条件についての労使協定」の締結の要求については、まず、勤務体制のあり方を検討した上での話し。

・水、食料、医薬品、毛布等の備蓄については、安全防災局で必要な検討を行っている。

	労働安全衛生の確立について
	・労働安全衛生については、法令を遵守し、努力していく。
・リハ勤の検証については、年内にも県労連で話合う。
・現在、本庁の耐震検査を行っている。
・転倒防止は、各所属で対応する。産業医の巡視でも確認している。

	節電対策に係る労働安全衛生の確保について
	・今夏は、基本方針に基づき実施し、目標を達成した。
・労働安全衛生に配慮するよう周知している。

	人事評価システム・人事制度について
	・きちんと評価し、結果は適正に給与等に反映させている。

	行政システム改革について
	・主役は職員であり、早め早めの情報提供を心がけている。

・本庁の小分け化について、検証し、必要があれば改善する。
・グループウエアについて、「処理速度があまりにも遅いため、業務効率の妨げになっている。早急に改善を行うべき」、との要求については、状況を確認したい。

・2市8町との連携や酒匂川の一体的管理の必要もあり、再編統合について、12月定例会に提案している。具体的な課題については、早めに情報提供したい。

	臨任・非常勤・再任用職員の賃金・労働条件改善
	・行政補助員は、広く県民に雇用の機会を与え、次へのステップにしてもらっている。現行の制度を変えるつもりはない。
・法定検診は常勤職員並みに行なっている。これ以上の充実は難しい。

	ノーマライゼーションの推進について 
	・個々の職員の状況は、意向申告時に把握していく。

	公契約条例の制定など公正労働基準の確立について
	・公契約条例の必要性については、県での効果等の実務的な検証が必要。その上で実現可能性について検討。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































